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 （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。 

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

  

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第55期 

第２四半期連結 
累計期間 

第56期 
第２四半期連結 

累計期間 
第55期 

会計期間 
自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成25年４月１日 
至平成25年９月30日 

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

 売上高（百万円） 47,954  50,851  107,031

経常利益（百万円）  6,609  6,531  18,676

四半期（当期）純利益（百万円） 4,295  4,397  12,422

四半期包括利益又は包括利益（百万円） 4,618  3,989  14,265

純資産額（百万円） 120,200  130,098  129,099

総資産額（百万円） 147,425  155,840  154,968

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 57.49  58.85  166.25

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
－  －  －

自己資本比率（％） 81.5  83.5  83.3

営業活動によるキャッシュ・フロー 

（百万円） 
13,511  16,332  11,544

投資活動によるキャッシュ・フロー 

（百万円） 
△1,109  △159  △7,187

財務活動によるキャッシュ・フロー 

（百万円） 
△3,811  △2,827  △5,132

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高 

（百万円） 
31,804  35,985  22,543

回次 
第55期 

第２四半期連結 
会計期間 

第56期 
第２四半期連結 

会計期間 

会計期間 
自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

自平成25年７月１日 
至平成25年９月30日 

１株当たり四半期純利益金額（円） 19.49  18.74
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当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

２【事業の内容】
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当第２四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した重要な契約等は次のとおりであります。 

  

内国会社との販売契約（導入） 

また、前連結会計年度において、当社の連結子会社である杏林製薬㈱はキッセイ薬品工業㈱との間で共同開発契約

を締結し、共同開発を進めてきた過活動膀胱治療薬「ＫＲＰ－ＥＰＡ６０５」について、当第２四半期連結会計期間

末後四半期報告書提出日現在までにＰｈⅠ臨床試験を開始しております。 

  

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。 

(１)業績の状況 

当第２四半期連結累計期間における国内医薬品業界は、継続的に実施される薬剤費の抑制を目的とした諸施策等

の影響もあり企業間の競争は激化しました。ヘルスケア事業では、個人消費の上昇による景気の持ち直しの動きも

あるものの市場における事業環境は厳しい状況が継続しました。 

このような状況下、当社グループは中期経営計画「ＨＯＰＥ１００－ステージ１－（平成22年度～平成27年

度）」の４年目として、事業戦略である「ファーマ・コンプレックス・モデル（ＰＣモデル）への取り組み促進」

「ヘルスケア新規事業の育成と更なる拡充」に積極的に取り組み、持続成長とステークホルダーの皆様からの支

持・評価の向上に努めました。 

売上面では、医薬品事業における売上は新薬事業、後発品事業ともに前年度を上回る実績となり、売上高は 

５０８億５１百万円と前年同期に対し２８億９７百万円（前年同期比６．０％増）の増収となりました。 

利益面では、売上原価率は前年に対してほぼ横ばいで推移したため、増収により売上総利益は前年同期に対して

１８億９３百万円増となりました。他方、販売費及び一般管理費は研究開発費の増加、一般経費の増加等により前

年同期に対し１９億４９百万円増加したため、営業利益は６２億１３百万円（前年同期比０.９％減）と減益とな

りました。経常利益は６５億３１百万円（前年同期比１．２％減）、当四半期純利益は４３億９７百万円（前年同

期比２．４％増）となりました。 

  

当第２四半期連結累計期間の業績 

売上高     ５０８億５１百万円（前年同期比   ６．０％増） 

営業利益     ６２億１３百万円（前年同期比   ０．９％減） 

経常利益      ６５億３１百万円（前年同期比   １．２％減） 

当四半期純利益  ４３億９７百万円（前年同期比   ２．４％増） 

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①医薬品事業 

〔国内新医薬品〕 

呼吸器科・耳鼻科・泌尿器科を中心とする特定領域の医師、医療機関に営業活動を重点化するフランチャイズカ

スタマー（ＦＣ）戦略の推進と更なる強化等により、主力製品の普及の最大化に努めた結果、既存の医薬品事業の

売上が前年を上回る実績となりました。また平成24年10月より事業を開始したキョーリン製薬グループ工場㈱の売

上も寄与し、売上高は４１６億９７百万円（前年同期比７．９％増）となりました。主力製品では、気管支喘息・

アレルギー性鼻炎治療剤「キプレス」、過活動膀胱治療剤「ウリトス」、潰瘍性大腸炎・クローン病治療剤 

「ペンタサ」が前年を上回る実績で推移しました。 

第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

２【経営上の重要な契約等】

契約会社名 契約品目 相手方の名称 契約年 契約期間 

キョーリンメディカル

サプライ㈱ 

（連結子会社） 

キョーリン感染症防護

対策キット 
アゼアス株式会社 2013 自動更新 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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〔海外新医薬品〕 

広範囲抗菌点眼剤「ガチフロキサシン（導出先：米国アラガン社）」に関連する収入が前年を上回り、売上高は

１１億６０百万円（前年同期比１３．５％増）となりました。 

〔後発医薬品〕 

後発医薬品の使用促進策等により保険調剤薬局への売上が増加し、売上高は５１億８４百万円（前年同期比 

２．５％増）となりました。 

〔一般用医薬品他〕 

主要製品の売上はほぼ横ばいで推移したものの、その他売上が減少し全体としては実績が前年を下回り、売上高

は１９億９７百万円（前年同期比１２．９％減）となりました。 

この結果、当セグメントの売上高は５００億４０百万円（前年同期比６．４％増）となり、営業利益は５８億 

６８百万円（前年同期比７.４％減）となりました。 

②ヘルスケア事業 

〔スキンケア〕 

ナノカプセル技術を応用したスキンケア製品を取り扱うドクタープログラム㈱では、販路を通信販売に集中した

ため、売上は前年を下回る実績となりましたが、利益面は改善傾向が見られました。この結果、当セグメントの売

上高は８億１０百万円（前年同期比１１．９％減）、営業利益は１億０６百万円（前年同期は１億４１百万円の営

業損失）と減収・増益になりました。 

  

(２)財政状態及びキャッシュ・フローの状況 

①財政状態の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して８億７２百万円増加し、      

１,５５８億４０百万円となりました。このうち、流動資産は１,１１６億６５百万円と前連結会計年度末と比較し

て３４億００百万円の増加となりました。主な増減要因は、現金及び預金の増加１３５億３２百万円、受取手形及

び売掛金の減少１１０億０８百万円、商品及び製品の増加１３億２６百万円等によるものです。また、固定資産は

４４１億７４百万円と前連結会計年度末と比較して２５億２８百万円の減少となりました。主な増減要因は、有形

固定資産の減少３億４４百万円、投資有価証券の減少１９億０９百万円等によるものです。 

負債総額は、前連結会計年度末と比較して１億２６百万円減少し、２５７億４１百万円となりました。主な増減

要因は、支払手形及び買掛金の増加２０億５６百万円、未払法人税等の減少１５億１５百万円、退職給付引当金の

減少５億９０百万円等によるものです。 

純資産は、前連結会計年度末と比較して９億９９百万円増加し、１,３００億９８百万円となりました。主な増

減要因は利益剰余金の増加１４億０８百万円等によるものです。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、１６３億３２百万円の収入（前年同

期比２８億２０百万円収入の増加）であり、これは主に税金等調整前四半期純利益６５億８４百万円、減価償却費

１４億６０百万円、売上債権の減少１１０億１５百万円、たな卸資産の増加２１億７４百万円、仕入債務の増加 

２０億５６百万円、法人税等の支払３３億２７百万円によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億５９百万円の支出（前年同期比９億４９百万円支出の減少）であ

り、これは主に有価証券の取得による支出４２億９７百万円、有価証券の売却及び償還による収入３０億００百万

円、有形固定資産の取得による支出９億７５百万円、投資有価証券の取得による支出２４億６６百万円、投資有価

証券の売却及び償還による収入３９億０８百万円によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、２８億２７百万円の支出（前年同期比９億８３百万円支出の減少）であ

り、これは主に、短期借入金の増加４億００百万円、配当金の支払２９億８６百万円によるものです。 

この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末と比較して１３４億４２百

万円増加し、３５９億８５百万円となりました。 

  

(３)事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。 
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(４)研究開発活動 

当第２四半期連結累計期間における研究開発費は６１億１９百万円（前年同期比２５．１％増）となりました。

医薬品事業における国内開発の状況としましては、新剤型として潰瘍性大腸炎治療剤「ペンタサ坐剤」を平成25

年６月に新発売しました。次に、慢性閉塞性肺疾患治療薬（配合剤）「ＫＲＰ－ＡＢ１１０２Ｆ」のＰｈⅢ臨床試

験を同８月より、ニューキノロン系合成抗菌剤「ＫＲＰ－ＡＭ１９７７Ｘ」のＰｈⅡ臨床試験を同９月よりそれぞ

れ開始し、喘息治療配合剤「フルティフォーム」については製造販売承認を同９月に取得しました。また、重点領

域である泌尿器科領域の開発パイプラインの強化に向けて、過活動膀胱治療薬「ＫＲＰ－ＥＰＡ６０５」のＰｈⅠ

臨床試験をキッセイ薬品工業㈱と共同で同10月より開始いたしました。 

また、中核子会社である杏林製薬㈱は、現在、創薬研究所及び開発研究所（栃木県下都賀郡野木町）、ActivX社

（米国）で新薬創製に取り組んでいますが、新たな研究開発施設を建設し、日本国内の２つの研究開発拠点を集約

することにいたしました。研究開発機能を一箇所に集約することで、企業の総合力を最大限に発揮できる研究開発

体制を構築し、オリジナル新薬の創製を強化してまいります。 

  

(５)従業員数 

当第２四半期連結累計期間において、提出会社の従業員数が前事業年度末に比べ42名増加しておりますが、その

主な理由は当社の機能とあり方を見直し連結子会社である杏林製薬㈱の管理部門の機能を移管したことによるもの

であります。 
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①【株式の総数】 

②【発行済株式】 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  297,000,000

計  297,000,000

種類 
第２四半期会計期間末現
在発行数（株） 
（平成25年９月30日） 

提出日現在発行数（株） 
（平成25年11月14日） 

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名 

内容 

普通株式  74,947,628 同左 
東京証券取引所 

市場第一部 

 単元株式数 

100株  

計  74,947,628 同左 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

（４）【ライツプランの内容】

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式 
総数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高 

（株） 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金 
増減額 
（百万円） 

資本準備金 
残高 
（百万円） 

平成25年７月１日～ 

平成25年９月30日 
 ― 74,947,628 ― 700  ― 39,185
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    （注）上記所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。 

         日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社             5,274千株 

         日本マスタートラスト信託銀行株式会社          2,087千株 

  

（６）【大株主の状況】

  平成25年９月30日現在

氏名又は名称 住所 
所有株式数 
（千株） 

 発行済株式 
総数に対する所
有株式数の割合

（％） 

 帝人株式会社 
大阪府大阪市中央区南本町１丁目

６番７号 
 7,590  10.13

 株式会社アプリコット 
東京都渋谷区神宮前３丁目32番６

号 
 4,500  6.00

 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 

（信託口) 
東京都中央区晴海１丁目８番11号  3,264  4.36

 株式会社マイカム 東京都港区六本木５丁目14番17号  2,743  3.66

 荻原 弘子  東京都渋谷区  2,247  3.00

  荻原 年 東京都港区  2,227  2.97

 日本マスタートラスト信託銀行株式会社 

（信託口）  
東京都港区浜松町２丁目11番３号  2,087  2.78

 日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 

（信託口９) 
東京都中央区晴海１丁目８番11号  2,010  2.68

 株式会社バンリーナ 東京都港区六本木５丁目14番17号  1,950  2.60

 株式会社アーチァンズ 東京都港区六本木５丁目14番17号  1,950  2.60

計 －  30,570  40.79
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 ①【発行済株式】 

  

   ②【自己株式等】 

  

該当事項はありません。 

（７）【議決権の状況】

  平成25年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容 

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己保有株式） 

 普通株式    224,800

  

－ 

  

－ 

（相互保有株式） 

 普通株式       23,000

  

－ 

  

－ 

完全議決権株式（その他）  普通株式   74,635,600  746,356 － 

単元未満株式  普通株式      64,228 － － 

発行済株式総数           74,947,628 － － 

総株主の議決権 －  746,356 － 

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所 
自己名義 
所有株式数
（株） 

他人名義 
所有株式数
（株） 

所有株式 
数の合計 
（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式）  

キョーリン製薬ホールデ

ィングス株式会社  

東京都千代田区神田駿河台 

４丁目６番地 
 224,800  －  224,800  0.30

（相互保有株式） 

日本理化学薬品株式会社 

東京都中央区日本橋本町 

４丁目２番２号 
 23,000  －  23,000  0.03

計 －  247,800  －  247,800  0.33

２【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

  

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成25年７月１日から平

成25年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

  

第４【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 21,370 34,902

受取手形及び売掛金 46,555 35,547

有価証券 11,667 12,664

商品及び製品 11,405 12,732

仕掛品 837 1,005

原材料及び貯蔵品 7,694 8,374

繰延税金資産 2,773 2,704

その他 6,013 3,782

貸倒引当金 △53 △47

流動資産合計 108,265 111,665

固定資産   

有形固定資産 18,209 17,864

無形固定資産   

のれん 64 －

その他 852 1,017

無形固定資産合計 916 1,017

投資その他の資産   

投資有価証券 24,552 22,642

繰延税金資産 1,438 1,422

その他 1,710 1,343

貸倒引当金 △123 △115

投資その他の資産合計 27,577 25,292

固定資産合計 46,702 44,174

資産合計 154,968 155,840
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成25年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 8,556 10,613

短期借入金 1,523 1,827

未払法人税等 3,356 1,840

賞与引当金 3,327 3,378

返品調整引当金 43 22

ポイント引当金 45 39

その他 6,044 5,670

流動負債合計 22,897 23,392

固定負債   

長期借入金 251 163

退職給付引当金 1,938 1,348

役員退職慰労引当金 33 13

その他 747 824

固定負債合計 2,970 2,349

負債合計 25,868 25,741

純資産の部   

株主資本   

資本金 700 700

資本剰余金 4,752 4,752

利益剰余金 121,856 123,265

自己株式 △323 △324

株主資本合計 126,985 128,393

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 2,293 1,767

為替換算調整勘定 △180 △61

その他の包括利益累計額合計 2,113 1,705

純資産合計 129,099 130,098

負債純資産合計 154,968 155,840
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】 
【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

売上高 47,954 50,851

売上原価 18,093 19,097

売上総利益 29,860 31,754

販売費及び一般管理費 ※1  23,591 ※1  25,541

営業利益 6,269 6,213

営業外収益   

受取利息 60 26

受取配当金 107 121

受取賃貸料 134 131

持分法による投資利益 10 7

その他 87 51

営業外収益合計 401 337

営業外費用   

支払利息 31 6

為替差損 － 12

投資事業組合損失 28 －

その他 1 1

営業外費用合計 61 19

経常利益 6,609 6,531

特別利益   

固定資産売却益 2 172

投資有価証券売却益 10 64

特別利益合計 12 237

特別損失   

固定資産除売却損 15 165

投資有価証券評価損 － 18

特別損失合計 15 184

税金等調整前四半期純利益 6,606 6,584

法人税、住民税及び事業税 2,157 1,810

法人税等調整額 153 376

法人税等合計 2,311 2,187

少数株主損益調整前四半期純利益 4,295 4,397

四半期純利益 4,295 4,397
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【四半期連結包括利益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,295 4,397

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 305 △526

為替換算調整勘定 12 118

持分法適用会社に対する持分相当額 3 △0

その他の包括利益合計 322 △408

四半期包括利益 4,618 3,989

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 4,618 3,989

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 6,606 6,584

減価償却費 1,119 1,460

受取利息及び受取配当金 △168 △147

支払利息 31 6

投資有価証券評価損益（△は益） － 18

売上債権の増減額（△は増加） 8,920 11,015

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,195 △2,174

仕入債務の増減額（△は減少） 1,678 2,056

その他 △1,558 680

小計 15,433 19,499

利息及び配当金の受取額 183 166

利息の支払額 △14 △6

法人税等の支払額 △2,090 △3,327

営業活動によるキャッシュ・フロー 13,511 16,332

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △3,197 △4,297

有価証券の売却及び償還による収入 3,400 3,000

有形固定資産の取得による支出 △1,133 △975

有形固定資産の売却による収入 2 400

無形固定資産の取得による支出 △40 △298

投資有価証券の取得による支出 △1,799 △2,466

投資有価証券の売却及び償還による収入 1,888 3,908

その他 △229 569

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,109 △159

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △935 400

長期借入金の返済による支出 △233 △184

配当金の支払額 △2,609 △2,986

その他 △33 △56

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,811 △2,827

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 97

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 8,594 13,442

現金及び現金同等物の期首残高 23,210 22,543

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1  31,804 ※1  35,985
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※１ 販売費および一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりです。 

  

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

  

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

  
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

賞与引当金繰入額 百万円 2,295 百万円 2,290

退職給付費用  577  468

研究開発費  4,892  6,119

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

  
前第２四半期連結累計期間 
（自  平成24年４月１日 
至  平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自  平成25年４月１日 
至  平成25年９月30日） 

現金及び預金勘定 百万円 30,502 百万円 34,902

有価証券勘定  2,462  2,262

預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △1,160  △1,179

現金及び現金同等物  31,804  35,985
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

配当に関する事項 

(１)配当金支払額 

  

(２)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

配当に関する事項 

(１)配当金支払額 

  

(２)基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期

間末後となるもの 

  

（株主資本等関係）

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

 平成24年５月25日 

 取締役会 
普通株式  2,615  35.0  平成24年３月31日  平成24年６月８日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

 平成24年11月７日 

 取締役会 
普通株式  747  10.0  平成24年９月30日  平成24年12月５日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

 平成25年５月27日 

 取締役会 
普通株式  2,988  40.0  平成25年３月31日  平成25年６月11日 利益剰余金 

  
  
（決議） 

株式の種類 
配当金の総額
（百万円） 

１株当たり
配当額 
（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

 平成25年11月５日 

 取締役会 
普通株式  747  10.0  平成25年９月30日  平成25年12月５日 利益剰余金 
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Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額74百万円は、セグメント間取引消去等によるものです。 

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額238百万円は、セグメント間取引消去等によるものです。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。 

  

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動はありません。 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

医薬品事業 
ヘルスケア

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  47,034  920  47,954  －  47,954

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

 20  0  20  △20  －

計  47,054  920  47,975  △20  47,954

セグメント利益又は損失（△）  6,336  △141  6,194  74  6,269

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）２ 

医薬品事業 
ヘルスケア

事業 
合計 

売上高           

外部顧客への売上高  50,040  810  50,851  －  50,851

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

 27  26  54  △54  －

計  50,068  837  50,906  △54  50,851

セグメント利益  5,868  106  5,975  238  6,213

（金融商品関係）

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）
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１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  

該当事項はありません。 

  

（剰余金の配当） 

平成25年11月５日開催の取締役会において、剰余金の配当（中間）を行うことを次のとおり決議いたしました。 

  

（１株当たり情報）

  
前第２四半期連結累計期間 
（自 平成24年４月１日 
至 平成24年９月30日） 

当第２四半期連結累計期間 
（自 平成25年４月１日 
至 平成25年９月30日） 

１株当たり四半期純利益金額 円 銭 57 49 円 銭 58 85

（算定上の基礎）     

四半期純利益金額（百万円）  4,295  4,397

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円）  4,295  4,397

普通株式の期中平均株式数（株）  74,718,285  74,716,170

（重要な後発事象）

２【その他】

（決議） 配当金の総額（百万円） １株当たり配当額（円）

 平成25年11月５日 

 取締役会 
747 10.0 
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  該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているキョーリン製

薬ホールディングス株式会社の平成２５年４月１日から平成２６年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計

期間（平成２５年７月１日から平成２５年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２５年４月１日から平成

２５年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期

連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。 

  

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任 

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。 

  

監査人の責任 

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。 

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。 

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。 

  

監査人の結論 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、キョーリン製薬ホールディングス株式会社及び連結子会社の平成２５

年９月３０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの

状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

利害関係 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

                                                以  上 

  

  

  

  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成２５年１１月１４日

キョーリン製薬ホールディングス株式会社 

取締役会 御中 

新日本有限責任監査法人 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 網本 重之  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員 

  公認会計士 加藤 秀満  印 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 
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【表紙】
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【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成25年11月14日 

【会社名】 キョーリン製薬ホールディングス株式会社 

【英訳名】 KYORIN Holdings,Inc. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  山下 正弘 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 東京都千代田区神田駿河台四丁目６番地 
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（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

2013/11/15 19:30:4213947356_第２四半期報告書_20131115193022



当社代表取締役社長 山下正弘は、当社の第56期第２四半期（自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日）の

四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認しました。 

  

特記すべき事項はありません。 

  

１【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２【特記事項】
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